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４章 鋼橋上部工 

 

４．１ 鋼材 

 

 ４．１．１ 橋梁本体  

 

 １．適用 

 

 

  

 

  鋼橋上部工の製作工の鋼材に適用する。 

 

 

 ２．数量算出項目 

 

  

 

 

 鋼材質量を区分ごとに算出する。 

 

 

  ３．区分 

 

  区分は、構造形式ごとに構造名称、材種、材質、寸法とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧 

   区分 

 

項目 

構造名称 
3次元 

モデル 

属性情報 

構造 

形式 

規格 
単位 数量 備考 

材種 材質 寸法 

 

鋼材 

質量 

橋 体 （連毎に区分） Ⅰ 〇 〇 ㎏   

 

 

付属物 

支 承 ⅠorⅡ × 〇 Kg or 個   

高 欄 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

防 護 柵 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

伸 縮 継 手 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

検 査 路 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

排 水 装 置 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

耐震連結装置 ⅠorⅡ × 〇 ㎏ or m   

 

1）橋体 

 橋体の材料費を算出するために、3 次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて構造形式と

規格を区分することより「Ⅰ」を適用する。 

 橋体は、3次元モデルの幾何形状の「区分Ⅰ」を適用してソリッドモデルで作成し、部材別の質量を算

出する。 

 橋体の付与する属性情報は構造形式、材種、材質、寸法とする。具体の属性値は、数量算出要領に従

う。 

 ボルト・ナット、スタッドジベルは、規格ごとの質量及び本数が拾えるように、属性情報は径及び長

さとする。質量を集計する必要がある場合は、3次元モデルの幾何形状の「区分 II」を適用する。 

2）付属物 

 落橋防止、排水装置、支承、高欄、防護柵、伸縮継手、検査路等の橋梁付属物は、質量を算出できる

ように「区分 I」を適用して部材別の質量、個数を算出する。 

 付属物の部材付与する属性情報は、橋体と同様に構造形式、材種、材質、寸法とする。 

 橋梁付属物が 2次製品である場合は、個数、長さ等の算出となるため、「区分 II」の簡易なモデルを

作成してもよい。ただし、「区分 I」を作成するのを妨げない。 

 付属物が 2次製品である場合に付与する属性情報は、想定する製品の製品名、形式とする。 
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 （２）構造形式 

        構造形式による区分は、以下のとおりとする。 

構造名称   単純鉄桁 
  

   連続板桁 
   
   箱桁 
   
   鋼床版鈑桁 
   
   鋼床版箱桁 
   
   トラス 
   
   アーチ 
   
   ラーメン 
   
   角型鋼製脚 
   
   丸型鋼製脚 
   
   角型アンカーフレーム 
   
   丸型アンカーフレーム 
   
 

 （３）材種区分 

        材種による区分は、下記のとおりとする。 

              ① 鋼板 

              ② 平鋼 

              ③ 形鋼 

              ④ 棒鋼 

              ⑤ ボルトナット類 

              ⑥ パイプ類 

              ⑦  スタッドジベル 

              ⑧  鋼管 

             ⑨ その他 

  
（４）材質区分 

        材質による区分は、下表のとおりとする。 

     １）標準とする鋼材(JIS) 

      名   称    JIS番号     規        格    

 構 

 造 

 用 

 鋼 

 材 

一般構造用圧延鋼材  JIS G 3101 SS400           

溶接構造用圧延鋼材  

           

JIS G 3106 

      

SM400,SM490,SM490Y 

SM520,SM570 

溶接構造用耐候性 

        熱間圧延鋼材 

JIS G 3114 

      

SMA400W,SMA490W     

SMA570W       

 鋼 

 管 

一般構造用炭素鋼鋼管 JIS G 3444 STK400,STK490       

配管用炭素鋼鋼管   JIS G 3452 SGP            

  接 

  合 

鋼用 

材 

摩擦接合用高力六角ﾎﾞ 

ﾙﾄ,六角ﾅｯﾄ,平座金ｾｯﾄ 

JIS G 1186 

 

F8T,F10T        

 

六角ボルト JIS B 1180 強度区分4.6･8.8･10.9   

六角ナット  JIS B 1181 強度区分4･8･10      

 

 

 

 

 溶 

 

 接 

 

 材 

 

 料 

 

軟鋼用被覆 ｱｰｸ溶接棒 JIS Z 3211      

高張力用被覆 ｱｰｸ溶接棒 

耐候性用被覆 ｱｰｸ溶接棒 

軟鋼及び高張力鋼用 

ﾏｸﾞ溶接ｿﾘｯﾄﾞﾜｲﾔ 

JIS Z 3212 

JIS Z 3214 

JIS Z 3312 

 

     

 

      

 

軟鋼及び高張力鋼用ｱｰ 

ｸ溶接ﾌﾗｯｸ入りﾜｲﾔ 

JIS Z 3313 

      

     

             

耐候性鋼用炭酸ｶﾞｽｱｰｸ 

溶接ｿﾘｯﾄﾞﾜｲﾔ 

JIS Z 3315 

      

 

             

耐候性鋼用炭酸ｶﾞｽｱｰｸ 

溶接ﾌﾗｯｸｽ入りﾜｲﾔ 

JIS Z 3320 

 

     

 

炭素鋼及び低合金鋼用 JIS Z 3351  
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ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾜｲﾔ   

炭素鋼及び低合金鋼用 

ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶接ﾌﾗｯｸｽ 

JIS Z 3352 

 

 

 

 

 鋳 

 

 鍜 

 

 造 

 

 品 

 

炭素鋼鍜鋼品 JIS G 3201 SF490,SF540 

炭素鋼鋳鋼品 JIS G 5101 SC450 

溶接構造用鋳鋼品 JIS G 5102 SCW410,SCW480 

構造用高張力炭素鋼及 

び低合金鋼鋳鋼品（低 

ﾏﾝｶﾞﾝ鋼鋳鋼品） 

 

JIS G 5111 

 

 

SCMn1A,SCMn2A 

 

機械構造用炭素鋼鋼材 JIS G 4051 S35C,S45C 

ねずみ鋳鉄品 JIS G 5501 FC245 

球状黒鉛鋳鉄品 JIS G 5502 FCD400 

 

 

 線 

 

 材 

 

 

ピアノ線材 JIS G 3502 SWRS 

硬鋼線材 JIS G 3506 SWRH 

 

 

PC鋼線及びPC鋼より線 

 

 

 

 

JIS G 3536 

 

 

丸線：SWPR1 

異形線：SWPD1 

２本より線：SWPR2 

７本より線：SWPR7 

19本より線：SWPR19 

 

 棒 

 

 鋼 

 

 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼 

 

JIS G 3112 

 

SR235 

SD295,SD345 

 

ＰＣ鋼棒 

 

 

 

JIS G 3109 

 

 

A種1号：SBPR785/930 

A種2号：SBPR785/1030 

B種1号：SBPR930/1080 

B種2号：SBPR930/1180 

      頭付きスタッド JIS B 1198 呼び名19,22 

 

      

 

２）標準とする鋼材(JIS 以外） 

名    称 規    格 

 

 

接合用鋼材 

 
 

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･ 

平座金のｾｯﾄ 

   （日本道路協会 1983） 

 

 Ｓ１０Ｔ 

 

支圧接合用打込み式高力ﾎﾞ 

ﾙﾄ･六角ﾅｯﾄ･平座金暫定規格

 （日本道路協会 1971） 

 

 Ｂ１０Ｔ,Ｂ８Ｔ 
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（５）寸法区分 

 

     １）鋼板 

          板厚ごとに区分し数量をまとめるものとするが、次のとおり材質別、板厚範囲別に小計 

     するものとする。 

 

       ａ）一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101) 

材 質 板      厚 
 
 ＳＳ４００ 
 
 
 
 

 
             ｔ＜１.６㎜ 
     １.６㎜≦ｔ＜ ３  ㎜ 
      ３  ㎜≦ｔ＜ ６  ㎜ 
      ６  ㎜≦ｔ 
 

 
冷延薄板 
熱延薄板 
中    板 
厚    板 

 
 
       ｂ）溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

材 質 板   厚  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

材 質 板   厚 
 
ＳＭ４００Ａ 
       
ＳＭ４００Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        ｔ≦ ２５㎜ 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５mm 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
 ３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 
 ５０㎜ ＜ｔ≦ ６０㎜ 
 ６０㎜ ＜ｔ≦ ７０㎜ 
 ７０㎜ ＜ｔ≦ ８０㎜ 
 ８０㎜ ＜ｔ≦ ９０㎜ 
 ９０㎜ ＜ｔ≦ １００㎜ 

 
ＳＭ４９０Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
 ３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 
 ５０㎜ ＜ｔ≦ ６０㎜ 
 ６０㎜ ＜ｔ≦ ７０㎜ 
 ７０㎜ ＜ｔ≦ ８０㎜ 
 ８０㎜ ＜ｔ≦ ９０㎜ 
９０㎜ ＜ｔ≦ １００㎜  
 

 
ＳＭ４９０Ｃ 
 
ＳＭ４９０ＹＡ 
 
ＳＭ４９０ＹＢ 
 
ＳＭ５２０Ｂ 
 
ＳＭ５２０Ｃ 

 
        ｔ≦ ２５㎜ 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
 ３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 
 
 

 
ＳＭ４００Ｃ 
 
 
 
 
 
 

 
        ｔ≦ ２５㎜ 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
 ３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜   
 

 
ＳＭ４９０Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        ｔ≦ ２５㎜ 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 
 ５０㎜ ＜ｔ≦ ６０㎜ 
 ６０㎜ ＜ｔ≦ ７０㎜ 
 ７０㎜ ＜ｔ≦ ８０㎜ 
 ８０㎜ ＜ｔ≦ ９０㎜ 
 ９０㎜ ＜ｔ≦ １００㎜ 
 

 
ＳＭ５７０Ｄ 
    (Ｑ) 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ６㎜ ≦ｔ≦ ２０㎜ 
 ２０㎜ ＜ｔ≦ ２５㎜ 
 ２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
 ３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
 ３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
 ３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
 ４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
 ４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 
 ５０㎜ ＜ｔ≦ ６０㎜ 
 ６０㎜ ＜ｔ≦ ７０㎜ 
 ７０㎜ ＜ｔ≦ ７５㎜   
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 ｃ）溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材（JIS G 3114） 

材 質 板   厚  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

材 質 板   厚 
 
ＳＭＡ４００Ａ 
 
ＳＭＡ４００Ｂ 
 
ＳＭＡ４００Ｃ 
 
 

 
  ６㎜ ≦ｔ≦ ２５㎜ 
２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜  
 

 
ＳＭＡ５７０ 
     (Ｑ) 
     
 
 
 
 
 

 
  ６㎜ ≦ｔ≦ ２０㎜ 
２０㎜ ＜ｔ≦ ２５㎜ 
２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
３５㎜ ＜ｔ≦ ３８㎜ 
３８㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜ 

 
ＳＭＡ４９０Ａ 
 
ＳＭＡ４９０Ｂ 
 
ＳＭＡ４９０Ｃ 
 
 

 
  ６㎜ ≦ｔ≦ ２５㎜ 
２５㎜ ＜ｔ≦ ３０㎜ 
３０㎜ ＜ｔ≦ ３５㎜ 
３５㎜ ＜ｔ≦ ４０㎜ 
４０㎜ ＜ｔ≦ ４５㎜ 
４５㎜ ＜ｔ≦ ５０㎜  
 

  
 
 
 
 
 
 

       注）１．通常塗装使用（Ｐ）、通常裸又はさび安定処理用（Ｗ）の区分ごとに算出すること。 

 

     ２）平鋼及び形鋼（山形鋼､溝形鋼､Ｉ形鋼､Ｈ形鋼､角鋼、ＣＴ形鋼） 

     サイズごとに区分して算出する。 

          ※Ｕリブについては、形鋼ではなく鋼板として算出すること 

 

     ３）棒鋼（丸鋼､バーインコイル､異形棒鋼） 

      直径ごとに区分して算出する。 

 

     ４）ガスパイフﾟ､鋼管 

         呼び径及び外径・肉厚ごとに区分して算出する。 

 

    ５）ボルト、スタッドジベル 

          径及び長さごとに区分し、質量および本数の小計をとるものとする。 
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４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

      原則として純断面で計算する。単位は kgとし、kg 以下を丸めるものとする。 

     鋼材は材料計算書により、鋼材数量を取りまとめるものとし、数量計算を行う鋼橋が数連ある場合は、

総括表のほか各連毎に数量表を作成する｡ 

      なお、小計はできるだけ項目、小区分ごとに計上し、各連ごとに項目ごとの合計を計上しなければなら

ない。 

      異形部材で組合せ等により矩形部材と考えられるものや、非常に大きな端材を生ずるものについては、

その部材の実質量（ネット質量）で計上することを原則とするが、極端な異形部材でどうしても１つ 

１つ四辺形部材から切り出さなければならないものや、形状が複雑で面積の算出が困難なものなどに 

ついては、グロス質量で計上してもよい。 

     数量計算の分類は、下記のとおりとする。 

   ネット質量で計算するものの例     グロス質量で計算するものの例  
 
１．矩形部材・台形部材・平行四辺形部材 

          

２．全長にわたってテーバーのついた部材 

          

３．伸縮継手の櫛形部  

     

４．ラーメン形又はフレーム形の対傾構の 

開口部       

                

                

 

 
１．形状の複雑なガセットプレート 

２．板厚変化のテーパー      

３．板幅変化のテーパー      

４．スチフナーの切欠       

５．ハンドホール，マンホール，リベット、ボルル 

の穴など。    

  ただし、トラス橋のガセット，ハンドホールに 

ついては、ネット質量で計算する方が適当な場合

もあるので注意を要する。 

 

 

 

 

 《ネットで計算するもの》            《グロスで計算するもの》 
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 ４．１．２ 付属物  

 

 １．適用 
 
  鋼橋上部工の付属物（落橋防止、排水装置、支承、高欄、防護柵、伸縮継手、検査路、 
耐震連結装置、その他）に適用する。 
 

    注）構造形式別数量集計方法は、「鋼道路橋数量集計マニュアル（案） 第１章概要 

    Ⅱ．数量集計方法」によるものとする。 

 

 ２．数量算出項目 
 
  材片数、材片質量、部材数、加工鋼材質量を区分ごとに算出する。 
 

 

 ３．区分 
 
  区分は、構造名称、材種、材質、寸法とする。 
 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

      区 分 

 

項 目 

3次元
 

モデル
 

 

属性情報 

構 造

名 称 

     規格      単位
 

 

数量
 

 

備考
 

 材種 材質 寸法 

   材 片 数          Ⅲ ○ ○ 個   

   材 片 質 量          Ⅱ ○ ○ ｔ   

   部 材 数          Ⅲ ○ ○ 個   

   加工鋼材質量   Ⅱ ○ ○ ｔ   

 

  「材片質量」と「加工鋼材質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて 

構造名称や規格を区分するが、二次製品を使用する部材が含まれる場合があるため「Ⅱ」を適用する。 

  「材片数」は、「材片質量」を表現している 3次元モデルを用いて個数を算出することより「Ⅲ」を 

適用する。 

  「部材数」は、「加工鋼材質量」を表現している 3次元モデルを用いて個数を算出することより 

「Ⅲ」を適用する。 

  ※関連「４.１.１ 橋梁本体」 

 

 （２）構造名称区分 

        構造名称による区分は、以下の通りとする。 

構造名称  落橋防止 
  

   排水装置 
   
   支承 
   
   高欄 
   
   防護柵 
   
   伸縮継手 
   
   検査路 
   
   耐震連結装置 
   
   その他 
   
 

 （３）材種区分 

        材種による区分は、「４.１.１ 橋梁本体 ３．区分 （３）材種区分」によるものとする。 

  （４）材質区分 

        材質による区分は、「４.１.１ 橋梁本体 ３．区分 （４）材質区分」によるものとする。 

  （５）寸法区分 

        寸法による区分は、「４.１.１ 橋梁本体 ３．区分 （５）寸法区分」によるものとする。 
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４．２ 工場製作工 

 

 ４．２．１ 鋼材質量 

  

 １．適用 

 

  鋼橋上部工の製作工に適用する。 

 

 

  ２．数量算出項目 

 

  大型材片数、板継ぎ溶接延長等を区分ごとに算出する。 

 

 

  ３．区分 

 

  区分は、構造名称ごとに橋梁本体および本体と同様に集計する付属物、付属物とする。 

 

 

（１） 橋梁本体および本体と同様に集計する付属物 

 

１）数量算出項目及び区分一覧 

         

        
区 分

 

 
  

 

 項 目
 

 

 

単位
 

 

 

 

 

3次元
 

モデル

 

 

 

属性情報 

 

構造
 

名称
 

 

 

集計項目 

 

 

合計 

 

 

 

 

備考 

 

 

本体

 

 

 

 

落橋

 

防止

 

 

 

架設
 

用補
 

強材
 

 

排水 

装置 

 

検査

用手

摺
 

 

主 

桁 

 

 

 

大型材片 

 

材片数 ヶ Ⅲ ○ ○ × × × × ○  

材片質量 kg Ⅰ ○ ○ × × × × ○  

小型材片 

 

材片数 ヶ Ⅲ ○ ○ ○ ○ × × ○  

材片質量 kg Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

部材数（合計） ヶ Ⅲ ○ ○ × × × × ○  

 

   「大型材片」の「材片質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて構造名称等を区

分することより「Ⅰ」を適用する。「材片数」は、「大型材片」を表現している 3 次元モデルを用い

て個数を算出することより「Ⅲ」を適用する。 

   「小型材片」の「材片質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて構造名称等を区

分することより「Ⅰ」を適用する。「材片数」は、「小型材片」を表現している 3 次元モデルを用い

て個数を算出することより「Ⅲ」を適用する。 

    「部材数（合計）」は、「大型材片」と「小型材片」を表現している 3次元モデルを用いて個数を算出す

ることより「Ⅲ」を適用する。 

   ※関連「４.１.１ 橋梁本体」 
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        区 分 

 

 

 

項 目 

 

 

 

単位
 

 

 

 

    

 

3次元 

モデル 

 

 

属性情報 

 

構造
 

名称
 

 

 

集計項目  

 

合計 

 

 

    

    

備考 

 

 

 

本体 

 

 

 

落橋 

防止 

 

架設

用補

強材
 

 

 

排水 

装置 

 

検査
 

用手
 

摺
 

 

対 

 

傾 

 

構 

加工鋼材質量 kg Ⅰ ○ ○ × × × × ○  

部材数 

（小計） 

 

 

形鋼トラス

構造 
ヶ Ⅲ

 

 
○
 

○
 

×
 

×
 

×
 

×
 

○
  

 

鋼板トラス

構造 
ヶ

 Ⅲ
 

 
○
 

○
 

×
 

×
 

×
 

×
 

○
  

 

横 

 

 

構 

加工鋼材質量 kg Ⅰ ○ ○ × × × × ○  

部材数 

（小計） 

 

形鋼トラス

構造 
ヶ
 Ⅲ

 
○
 

○
 

×
 

×
 

×
 

×
 

○
  

 

溶接構造 ヶ Ⅲ ○ ○ × × × × ○  

加工鋼材 

質量 

 

 

上記合計 kg Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

内570材 

相当 

材加工質量 

 

kg
 

 

 

Ⅰ
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

○
 

 

 

 

 

部材数（合計） ヶ Ⅲ ○ ○ × × × × ○  

 

   「対傾構」の「加工鋼材質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて 

  構造名称等を区分することより「Ⅰ」を適用する。「部材数（小計）」は、「対傾構」を表現 

している 3次元モデルを用いて個数を算出することより「Ⅲ」を適用する。 

  「横構」の「加工鋼材質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて構造 

名称等を区分することより「Ⅰ」を適用する。「部材数（小計）」は、「対傾構」を表現している 

3 次元モデルを用いて個数を算出することより「Ⅲ」を適用する。 

   「加工鋼材質量」は、「対傾構」と「横構」を表現している 3次元モデルを用いて質量を算出 

することより「Ⅰ」を適用する。 

  「部材数（合計）」は、「対傾構」と「横構」を表現している 3次元モデルを用いて個数を算出 

することより「Ⅲ」を適用する。 

   ※関連「４.１.１ 橋梁本体」 

 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

 

 

単位
 

 

 

 

 

 

3次元 

モデル 

 

 

属性情報 

 

構造
 

名称
 

 

 

集計項目  

 

合 計 

 

 

 

 

備考 

 

 

 

本体
 

 

 

 

落橋 

防止 

 

架設

用補

強材
 

 

 

排水 

装置 

 

検査
 

用手
 

摺
 

 

板継溶接延長(6㎜換算長) ｍ Ⅱ ○ ○ × × × × ○  

大型材T継手溶接長(実長) ｍ Ⅱ ○ ○ × × × × ○  

対 傾 構 の 部 材 数             個 Ⅲ ○ × × × × × ○ 注)1 

横 構 の 部 材 数             個 Ⅲ ○ × × × × × ○ 注)1 

主 桁 間 隔             ｍ Ⅲ ○ × × × × × × 注)2 

主 桁 高             ｍ Ⅲ ○ × × × × × × 注)2 

平 均 支 間 長             ｍ Ⅲ ○ × × × × × × 注)2 

注１）構造形式のうち単純鈑桁、連続鈑桁について算出する。 

注２）構造形式のうち単純鈑桁、連続鈑桁、箱桁、鋼床版鈑桁、鋼床版箱桁、ラーメン、トラス、 

アーチについて算出する。 
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「板継溶接延長(６㎜換算長)」と「大型材Ｔ継手溶接長(実長)」は、簡易な形状・記号（点、線、面）

を用いて算出することより「Ⅱ」を適用する。 

「対傾構の部材数」と「横構の部材数」は、「対傾構」と「横構」を表現している 3次元モデルを用い

て個数を算出することより「Ⅲ」を適用する。 

「主桁間隔」、「主桁高」と「平均支間長」は、3次元モデルに関連付けした属性情報を用いて数量を

算出することより「Ⅲ」を適用する。 

※関連「４.１.１ 橋梁本体」 

   

  ２）構造名称 

      構造名称による区分は、以下のとおりとする。なお、詳細は「鋼道路橋数量集計マニュアル案）」に 

よるものとする。 

 

            構造名称   単純鈑桁 
  

   連続鈑桁 
   
   箱桁 
   
   鋼床版鈑桁 
   
   鋼床版箱桁 
   
   トラス 
   
   アーチ 
   
   ラーメン 
   
   角型鋼製脚 
   
   丸型鋼製脚 
   
   角型アンカーフレーム 
   
   丸型アンカーフレーム 
   
 

 （２）付属物 

   １）数量算出項目及び区分一覧表 

 

区 分 

 

項 目
     

3次元
 

 

モデル
 

属性情報 

付属物名称
 

形式記号
 

数量
 

加工質量 Ⅱ ○ ○  

 

 

「加工質量」は、3 次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて付属物名称等を区分するが、

二次製品を使用する部材が含まれる場合があるため「Ⅱ」を適用する。 

※関連「４.１.１ 橋梁本体」 

 

   ２）付属物名称 

    伸縮装置、高欄、防護棚、検査路、ケーブルラック、電らん管、標識柱、化粧板、架設材、添架物に

分ける。 

     ３）形式記号 

    「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」による。 

 

  ４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」

によるものとする。 

      ただし、排水装置、検査用手摺、足場用吊金具及びスラブアンカーの材片数は集計しない。 

      なお、Ｈ.Ｔ.Ｂ、スタッドジベル、高力ボルト等の購入品は、集計対象外とする。 

   また、付属物には、アルミ高欄、ゴムジョイント、鋳物（支承・排水桝）等の工場で加工しない製品は

対象外とする。 
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４．２．２ 溶接延長 

  

 １．適用 

 

  鋼橋上部工の製作工に適用する。 

 

 （注）構造形式別数量集計方法は、「鋼道路橋数量集計マニュアル（案） 第１章概要 

    Ⅱ．数量集計方法」によるものとする。 

 

  ２．数量算出項目 

 

  板継溶接延長（６ｍｍ換算長）、大型材片Ｔ継手溶接延長（実長）を区分ごとに算出する。 

 

 

  ３．区分 

 

  区分は、構造名称、材質とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧 

           区 分 

項目 

3次元 

モデル 

属性情報 

構造名称 材質 単位 数量 備考 

板継溶接延長（６mm換算長） Ⅱ ○ ○ ｍｍ   

大型材片Ｔ継手溶接延長（実長） Ⅱ ○ ○ ｍｍ   

「板継溶接延長(６mm 換算長)」と「大型材Ｔ継手溶接長(実長)」は、簡易な形状・記号（点、線、面）

を用いて位置と延長を算出し、属性情報を用いて構造名称等を区分することより「Ⅱ」を適用する。 

※関連「４.２.１ 鋼材質量」 

 

 （２）構造名称区分 

       構造名称による区分は、以下の通りとする。 

           

            構造名称   単純鈑桁・連続鈑桁 
  

   箱桁 
   
   鋼床版鈑桁 
   
   鋼床版箱桁 
   
   トラス 
   
   アーチ 
   
   ラーメン 
   
   鋼製橋脚 
   
   アンカーフレーム 
   
   立体ラーメン 
   
 

 （３）材質区分 

        材質による区分は、「４.２.１ 鋼材質量 ３．区分 （３）．材質区分」によるものとする。 
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４．３ 塗装工 
 

１．適用 

鋼橋上部工の塗装工に適用する。 

 

２．数量算出項目 

塗装の面積を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

区分は、塗装場所、塗装工程、塗装面、塗装の種類とする。 

 
（１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 
 
項 目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

塗装場所 塗装工程 塗装面 
塗装 
の種類

 

単位 数量 備考 

塗装 Ⅲ ○ ○ ○ ○ ㎡   

「塗装」は、全表面積、非塗装面積を算出することより「Ⅲ」を適用する。 
注）１．構造部材ごとに数量をとりまとめるものとする。 

 
（２）塗装場所区分 

塗装場所による区分は、下記のとおりとする。 

① 工場塗装 

② 現場塗装 
 
（３）塗装工程区分 

塗装工程による区分は、下記のとおりとする。 

① 塗装前処理（原板ブラスト・プライマー） 

② 塗装前処理（二次素地調整） 

③ 塗装前処理（二次素地調整（製品ブラスト）を含む） 

④ 塗装前処理（原板ブラストのみ） 

⑤ 下塗り 

⑥ 中塗り 

⑦ 上塗り 
注）二次素地調整の処理方法は、動力工具処理及びブラスト処理の方法を問わず適用する。 

また、二次素地調整（製品ブラスト）は二次素地調整で製品ブラストを行う場合に適用する。 
 
（４）塗装面区分 

塗装面による区分は、下記のとおりとする。 

① 外面塗装 

② 内面塗装 

③ 現場継手塗装 

④ コンクリート接触面塗装 
 
（５）塗装の種類区分 

塗装系により区分して算出する。 

溶融亜鉛メッキは、別途計上するものとする。 

溶融亜鉛メッキは、メッキ付着量の種類ごとに区分し、鋼材質量を算出する。 
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４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

塗装面積は、「①鋼材質量と板厚から計算する方法」、「②寸法から計算する方法」のいずれか

により算出するものとする。 

以下に「①鋼材質量と板厚から計算する方法」を示す。 

 
（１）基本的な考え方 

１）使用鋼材の全量について、その全表面積（Ａ）を算出する。 

２）コンクリートとの接触面、継手部接合等の非塗装面積（Ｂ）を算出する。 

３）Ａ―Ｂを実塗装面積とする。 

 
（２）算出方法 

 

１）全表面積（Ａ）は、板厚別鋼材質量計算書を用いて次式により算出する。 

 

ａ）鋼板 
                         ２×Ｗｍ 
                  Ａｍ＝  
                         ７.８５×ｔｍ 
                      Ａｍ：鋼板の表面積（ｍ２） 

                      Ｗｍ：鋼板の質量（kg） 

                      ｔｍ：鋼板の厚さ（ｍｍ） 
 

ｂ）形鋼 

                  Ａｍ＝ａｍ×Ｗｍ 

                    ａｍ：形鋼の単位質量当り表面積（ｍ２／kg） 

           Ｗｍ：形鋼の質量（kg） 

 

ｃ）高力ボルト 

                  Ａｍ＝ｂｍ×ｎ 

                      ｂｍ：ボルト１本当りの塗装面積の増加量（ｍ２） 

                      ｎ：ボルト本数 
 

ｄ）Ａ＝∑Ａｍ 
 

２）非塗装面積（Ｂ）は、次のいずれかの方法により算出する。 
 

ａ）非塗装鋼材を板厚別、形鋼種別質量に集計できる場合は、「１）―ａ）」、

「１）―ｂ）」の方法による。 
 

ｂ）「ａ）」が困難な場合は、直接計算による。（部材の合せ面、端対傾構のコンクリート

との接触面、トラスの箱断面の内面等） 
 

３）塗装前処理面積は、次の方法により計算する。 
 

ａ）原板ブラスト・プライマーの面積は、鋼板及び形鋼の全表面積とする。 
 

ｂ）二次素地調整の面積は、非塗装部を考慮のうえ算出する。 

また、二次素地調整［製品ブラスト］の面積は、加工後の形状を考慮のうえ算出する。 
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ｃ）形鋼の単位質量（ｋｇ）当りの表面積（ａｍ） 

 
 

サイズ 
周長 
（ｍ） 

単位質量 
(kg/ｍ) 

単位質量当り表面積 
（ｍ2／kg） 

山形鋼 

  ９０×  ９０ ×１０ 
１００×１００ ×１０ 
１３０×１３０ ×  ９ 
１３０×１３０ ×１２ 
１５０×１５０ ×１２ 
１５０×１５０ ×１５ 

０.３５０ 
０.３９０ 
０.５１０ 
０.５０８ 
０.５８８ 
０.５８５ 

１３.３ 
１４.９ 
１７.９ 
２３.４ 
２７.３ 
３３.６ 

０.０２６２ 
０.０２６１ 
０.０２８５ 
０.０２１７ 
０.０２１５ 
０.０１７４ 

溝形鋼 
２５０× ９０× ９ ×１３ 
３００× ９０× ９ ×１３ 

０.８１４ 
０.９１４ 

３４.６ 
３８.１ 

０.０２３５ 
０.０２４０ 

ＣＴ形鋼 

  ９５×１５２×  ８×  ８ 
１１８×１７６×  ８×  ８ 
１１８×１７８×１０×  ８ 
１４４×２０４×１２×１０ 

０.４８３ 
０.５７４ 
０.５７８ 
０.６８１ 

１５.２ 
１８.５ 
２０.４ 
２９.２ 

０.０３２０ 
０.０３１１ 
０.０２８５ 
０.０２３４ 

球平形鋼 

１８０×９.５×２３ 
   ２００×１０ ×２６.５ 

２３０×１１ ×３０ 
２５０×１２ ×３３ 

０.４０１ 
０.４４６ 
０.５１２ 
０.５５７ 

１６.５ 
１９.８ 
２５.１ 
２９.９ 

０.０２４８ 
０.０２３０ 
０.０２０８ 
０.０１９０ 

 

ｄ）―１  摩擦接合用高力六角ボルト１本当り塗装面積（ｂｍ） 

径 面 積（ｍ２） 

Ｍ２０ 

Ｍ２２ 

Ｍ２４ 

５.２９／１,０００ 

６.７０／１,０００ 

８.１８／１,０００ 

 

ｄ）―２  摩擦接合用トルシアボルト１本当り塗装面積（ｂｍ） 

径 面 積（ｍ２） 

Ｍ２０ 

Ｍ２２ 

Ｍ２４ 

４.０２／１,０００ 

５.０６／１,０００ 

６.２０／１,０００ 
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４．４ 鋼橋架設工 

 

１．適用 

鋼橋上部工の架設工に適用する。 

 

２．数量算出項目 

地組、架設、本締めボルト、現場溶接、金属支承、ゴム支承、落橋防止装置、仮設備の数量を
区分毎に算出する。 

 

３．区分 

区分は、規格・仕様、橋梁型式とする。 

 
（１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 橋梁型式 単 位 数 量 備 考 

地組質量 Ⅰ × ○ ｔ  注）１ 

架設 

橋体総質量 Ⅰ × ○ ｔ  注）２ 

主桁質量 Ⅰ × ○ ｔ   

主桁架設回数 Ⅲ × ○ 回   

本締めボルト本数 Ⅱ ○ × 本   

現場溶接 Ⅱ ○ × ｍ   

Ｕリブ溶接 Ⅱ ○ × 個   

「地組質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を用いて橋梁形式等を算出する

ことより「Ⅰ」を適用する。 

「架設」の「橋体総質量」と「主桁質量」は、3次元モデルを用いて質量を算出し、属性情報を

用いて橋梁形式等を算出することより「Ⅰ」を適用する。 

「主桁架設回数」は、「架設」を表現している 3 次元モデルを用いて個数を算出することより

「Ⅲ」を適用する。 

「本締めボルト本数」、「現場溶接」と「Ｕリブ溶接」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を

用いて位置と本数等を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ⅱ」を適用する。 

 

注）１．「地組質量」は、地上組立をすべき主桁（鋼床版・溶接版を含む）の質量であり、副部

材及び高欄等の質量は除く。 

２．「橋体総質量」は、「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」における「工数算定要素集

計表」の加工鋼材質量合計（本体及び本体と同様に集計する付属物の加工鋼材質量の合計）

から排水装置の質量を除き、伸縮装置及び検査路（桁付・下部付）の加工鋼材質量を加算

したものとする。なお、鋼床版桁の場合は排水桝の鋼材質量を加算する。 

３．主桁質量は、「鋼道路橋数量集計マニュアル（案）」にて主桁の大型材片及び小型材片

に分類されている部材の総質量である。なお、鋼床版桁の場合は鋼床版の大型材片及び

小型材片の質量の合計も含む。 

４．鋼製以外（アルミ又はＦＲＰ）の検査路は、上記鋼材質量に加算しないものとする。 

５．主桁架設回数には、鋼床版の架設回数を含む。なお、地組を行った場合の主桁架設回数

は地組後の部材数を架設回数とする。 
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区分 

 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 橋梁型式 単 位 数 量 備 考 

金

属

支

承 

沓 総 質 量 Ⅱ × × ｔ   

沓 設 置 数 Ⅱ ○ × 基   

沓据付材料 Ⅰ ○ × ｍ３   

ゴ

ム

支

承 

支承設置数 Ⅱ ○ × 基  
 

支承据付材料 Ⅰ ○ × ｍ３  
 

「金属支承」の「沓総質量」と「沓設置数」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置

と基数等を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ⅱ」を適用する。 

「沓据付材料」は、体積を算出することより「Ⅰ」を適用する。 

「ゴム支承」の「支承設置数」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と基数等を算

出し、属性情報を用いて規格・仕様を算出することより「Ⅱ」を適用する。「支承据付材料」は、

体積を算出することより「Ⅰ」を適用する。 

 
区分 

 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 橋梁型式 単 位 数 量 備 考 

落橋防止装置 Ⅱ ○ × 組   

仮 

設 

備 

 

ベント柱本数 Ⅲ × × 本   

ベ ン ト 高 さ Ⅲ × × ｍ   

ベ ン ト 質 量 Ⅱ × × ｔ   

外 桁 間 隔 Ⅲ × × ｍ   

「落橋防止装置」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と組数を算出し、属性情報

を用いて規格・仕様を区分することより「Ⅱ」を適用する。 

「仮設備」の「ベント柱本数」、「ベント高さ」と「外桁間隔」は、3次元モデルに関連付けし

た属性情報を用いて数量を算出することより「Ⅲ」を適用する。「ベント質量」は、二次製品を使

用する部材が含まれる場合があるため「Ⅱ」を適用する。 
 

注）１．落橋防止装置は、ＰＣ鋼棒またはケーブルによって連結される落橋防止装置である。 
２．支承総質量には、アンカーボルトを含む。 
３．支承据付材料とは、無収縮モルタル等である。 
４．架設用仮設備において、基礎等が必要な場合は別途算出する。 

また、その他の架設方法は、必要に応じ所要数量を別途算出する。 
 

 

 

 

  



 3-4-18

４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 

（１）ベント設備質量 

トラッククレーン等によるベント工法で使用されるベントのように、架設する部材毎に設置し橋

体のみを支持するベントで比較的大きな反力とならない高さ３０ｍ以内のベント質量は、下記によ

り算出する。 
 

ベント総質量（Ｔ）は、次式による。 

Ｔ＝ΣＴｉ 

h＜10  Ｔｉ＝0.372×（Ｂ＋1.5）＋｛4.737×n＋0.372×（Ｂ＋1.5）｝×ｈ／10 

10≦ｈ≦30    Ｔｉ＝0.39×ｎ×ｈ＋0.744×（Ｂ＋1.5）＋0.837×ｎ 

ただし、 Ｔ：ベント総質量（つなぎ材、筋かい、梁等を含む）（ｔ） 

            Ｔｉ：１基当りのベント質量（ｔ） 

             ｎ：１列当りのベント柱本数（本） 

             ｈ：ベント高さ（基礎天端から主桁下端まで）（ｍ） 

             Ｂ：外桁～外桁間隔（箱桁は外Ｗｅｂ～外Ｗｅｂ間隔）（ｍ） 

なお、Ｔｉ、ｈ、Ｂとも小数第１位止（２位四捨五入）とする。 
 

（２）ベント基礎鋼板 

ベント基礎で鋼板を用いる場合の延べ面積（Ａ）は次式による。 

Ａ＝ΣＡｉ 

Ａｉ＝（Ｂ＋２）×３ 

ただし、Ａｉ：ベント１基当りの基礎の面積 

             Ｂ：外桁～外桁間隔（箱桁は外Ｗｅｂ～外Ｗｅｂ間隔）（ｍ） 

なお、Ａｉ、Ｂとも小数第１位止（２位四捨五入）とする。 

 

ベント設備（参考図） 
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４．５ 仮設工 

 

 ４．５．１ 足場設備工 

 

１．適用 

鋼橋架設工の足場設備工に適用する。 

 

２．数量算出項目 

足場の面積を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

区分は、使用目的、足場種類とする。 

 
（１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 

3 次元 

モデル 

属性情報 

使用目的 足場種類 単 位 数 量 備 考 

足場 Ⅱ ○ ○ ｍ２   

「足場」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて

使用目的と足場種類を区分することより「Ⅱ」を適用する。 
 

（２）使用目的区分 

使用目的による区分は下記のとおりとする。 

① 架設足場 

② 床版足場 

③ 現場塗装足場 
 

（３）足場種類区分 

足場種類による区分は、下記のとおりとする。 

① パイプ吊り足場 

② ワイヤーブリッジ転用足場 
 

標準はパイプ足場とするが、次の場合はワイヤーブリッジ転用足場を考慮する。 

① 地上又は水面上高さが１０ｍ以上となる場合 

② 対岸又は相隣接する橋台、橋脚間の作業場の通路がない場合 

③ その他安全管理上等ワイヤーブリッジ転用足場が必要な場合 
 

４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 

（１）足場は、径間ごとに腹板高（Ｈ）が１.５ｍ未満、以上に区分して算出する。 
 

Ａ＝Ｗ×Ｌ 

Ａ：橋面積（ｍ２） 

Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ） 

Ｌ：橋長（ｍ） 
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（２）側面塗装足場 

トラス、アーチ、ランガー桁等の斜材、吊材を有する構造では、次式による現場塗装用側面足

場を算出する。 

 

Ａ＝側面投影面積（ｍ２）×２ 

Ａ：トラス等の側面面積（左右両弦の計）（ｍ２） 
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 ４．５．２ 防護設備工 

 

１．適用 

鋼橋架設工の防護設備工に適用する。 

 

２．数量算出項目 

防護の面積を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

区分は、防護種類とする。 

 
（１）数量算出項目一覧表 

区分 

項目 

3 次元 

モデル 

属 性 情 報 

防護種類 単 位 数 量 備 考 

防護 Ⅱ ○ ｍ２   

「防護」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて

防護種類を算出することより「Ⅱ」を適用する。 

 
（２）防護種類区分 

防護種類による区分は、下記のとおりとする。 

① 板張防護工 

② シート張防護工 

③ ワイヤーブリッジ防護工 

 

板張防護工は、桁下に鉄道、道路等があり、第三者に危険を及ぼす恐れのある場合に使用

する。 

シート張り防護工は、鋼橋塗装において塗料飛散を防止する必要がある場合に使用する。 

ただし、桁下に鉄道、道路等があり、第三者に危険を及ぼす恐れがある場合は、板張防護と

する。 

ワイヤーブリッジ防護工は、転落防護及び落下防止の目的で使用する。 

 

４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

      防護工必要面積は、次式により算出する。 
 
             Ａ＝Ｗ×Ｌ 

               Ａ：防護工必要面積（ｍ２） 

               Ｗ：全幅員（地覆外縁間距離）（ｍ） 

               Ｌ：必要長（ｍ） 
 
      ただし、トラス、アーチ式、ランガー桁等側面塗装をする場合において飛散防止のためシート防

護工を設置する場合は次式により算出する。 
 
              Ａ＝側面投影面積  （ｍ２）×２ 

        Ａ：トラスの側面面積（左右両弦の合計）（ｍ２） 
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 ４．５．３ 登り桟橋工 

 

１．適用 

鋼橋架設工の登り桟橋工に適用する。 

  

２．数量算出項目 

登り桟橋の設置数を区分ごとに算出する。 

 

３．区分 

区分は、設置高さとする。 

 
（１）数量算出項目及び区分一覧表 

 
区分 

 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

設置高さ 単 位 数 量 備 考 

登り桟橋 Ⅱ ○ 箇所   

「登り桟橋」は、簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と箇所を算出し、属性情報を用

いて設置高さを算出することより「Ⅱ」を適用する。 

 

４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

橋脚等における登り桟橋については、下記により算出することを原則とする。 

（１）橋脚、橋台の高さが２.０ｍ以上となる場合を対象とする。 

（２）設置箇所数、河川内等で設置が困難な場合あるいは設置する必要がない場合を除き、現場状況

を勘案し、橋脚、橋台に各１箇所とする。 
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４．６ 床版工 

 

 ４．６．１ コンクリート床版工 

 １．適用 

  鋼橋上部工の床版工に適用する。 

 

  ２．数量算出項目 

  型枠面積、鉄筋質量、コンクリート体積及び床版面積を算出する。 

 

（１） 数量算出項目及び区分一覧表 
区分 

 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 単 位 数 量 備 考 

 型 枠  Ｂ  m2   

 鉄 筋  Ｂ  t   

 コンクリート  Ａ  m3   

 床 版  Ｂ  m2   

「型枠」は、簡易な形状（面）を用いて位置と面積を算出することより「Ｂ」を適用する。 

「鉄筋」は、「床版」の 3次元モデルの内部に簡易な形状・記号（線、面）を用いて位置と延長

を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分し、質量を算出することより「Ｂ」を適用する。 

「コンクリート」は、3次元モデルを用いて体積を算出することより「Ａ」を適用する。 

「床版」は、「橋梁本体」の 3次元モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と面

積を算出することより「Ｂ」を適用する。 

 

  ３．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

   

鉄筋、コンクリートの数量の算出は、「第１編（共通編）４章コンクリート工」によるが型枠の

数量は、下図により算出する。 
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 ４．６．２ グレーチング床版架設工 

 

 １．適用 

 鋼橋床版工のうち、グレーチング床版による橋梁床版架設工に適用する。 

 

 ２．数量算出項目 

 グレーチング床版の面積と鋼材質量を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、規格・仕様とする。 

（１） 数量算出項目一覧表 

区分 
 
項目 

3 次元 
モデル 

属 性 情 報 

規格・仕様 単 位 数 量 備 考 

グレーチング床版面積 Ⅱ × ｍ２   

グレーチング床版鋼材質量 Ⅱ ○ ｔ   

「グレーチング床版面積」は、「橋梁本体」の 3 次元モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）

を加えて位置と面積を算出することより「Ⅱ」を適用する。 

「グレーチング床版鋼材質量」は、二次製品を使用する部材が含まれる場合があるため「Ⅱ」を

適用する。 
 

 ４．数量算出方法 

      数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

 （１）グレーチング床版のブロックは以下に区分して算出する。 

         床版部材（ｔ) 
  

グレーチング床版 

地覆型枠外側プレート 

グレーチング床版ハンチ部 
 

 （２）その他の関連算出項目 

１）コンクリート工は、「第１編（共通編） ４章コンクリート工 ４．１コンクリート工」に

よるものとする。 

２）型枠工は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．２型枠工」によるものとする。 

３）鉄筋工は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３．１鉄筋工」によるものとする。 
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４．７ 橋梁付属物工 

 ４．７．１ 伸縮装置工 

 
１． 適用 

橋梁用鋼製伸縮装置工の新設（単独で発注する工事）及び補修に適用する。 

 
２． 数量算出項目 

 伸縮装置材料、補強鉄筋、コンクリートアンカ－、打設コンクリートの数量を区分ごとに算

出する。 

 
３． 区分 

 区分は、規格とする。 

 

 （１）数量算出項目一覧表 

       区分 

項目 

3 次元 

モデル 

属性情報 

規格 単位 
数量 

備考 
新設 取替 

伸縮装置材料 Ⅱ ○ ｍ    

補強鉄筋 Ⅱ ○ ｔ   必要な場合 

コンクリートアンカー Ⅱ ○ 本   必要な場合 

打設コンクリート Ⅰ ○ ｍ３ －  必要な場合 

 

「伸縮装置材料」、「補強鉄筋」と「コンクリートアンカー」は、BIM/CIM モデルに簡易な形状・

記号（点、線、面）を加えて位置と延長等を算出し、属性情報を用いて規格を区別することより「Ⅱ」

を適用する。 
「打設コンクリート」は、3 次元モデルより体積を算出し、属性情報を用いて規格を区別すること

より「Ⅰ」を適用する。 
※関連「４．１．１ 橋梁本体」 

  
４．数量算出方法 

  数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
（１） 伸縮装置材料 

伸縮装置本体の延長を算出する。 
（２） 打設コンクリート 

生コンクリート、超速硬コンクリート、樹脂モルタル等に区分して体積を算出する。 
（３） 補強鉄筋等 

補強鉄筋及びコンクリートアンカ－は、質量及び本数を算出する。 
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 ４．７．２ 橋梁排水管設置工 

 

 １．適用 

 鋼管、ＶＰ管、ＦＲＰ管（φ１００ｍｍ～２００ｍｍ）による各種系統タイプ及び溝部の橋

梁排水管を設置する作業に適用し、排水桝設置及び排水管製作は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

 排水管設置の延長を区分ごとに算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、管種区分とする。 

 

（１）数量算出項目一覧表 

        区分 

項目 

3 次元 

モデル 

属性情報 

管種区分 単位 数量 備考 

ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置 Ⅱ × 箇所   

排水管設置 Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

排水管（材料費） Ⅱ ○ ｍ  注）１、２ 

注）１．流心延長も算出する。 
注）２．排水径は、φ１００～φ２００とする。 

 
「ｺﾝｸﾘｰﾄｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置」は、3次元モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を用いて位置と延

長を算出することより「Ⅱ」を適用する。 
「排水管設置」と「排水管（材料費）」は、3次元モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を

用いて位置と延長を算出し、属性情報を用いて管種区分をすることより「Ⅱ」を適用する。 

※関連「４．１．１ 橋梁本体」 
  

 

 （２）管種区分 

管種区分は、以下のとおりとする。 

 

管種区分   ＶＰ管   
   

鋼管   
    

ＦＲＰ管 
   

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

（１）排水管（材料費）は、管種区分ごとに、直管の他、蛇腹管・エルボ等の排水管（付属品及び

支持金具を含む）も算出する。 

 

 



 3-4-27

 ４．８ 歩道橋（側道橋）架設工 

 

 １．適用  

横断歩道橋、側道橋（架設後、人道用として使用する橋で構造系として本橋（車道用）と 

は独立したもの）の架設に適用する。 

   

 

 

 ２．数量算出項目 

 歩道橋（側道橋）の架設、側板の面積、橋面舗装の面積を区分ごとに算出する。 

    

 ３．区分 

 区分は、規格、材質とする。 

（１） 数量算出項目一覧表 

区分 
 
項目 

3 次元 
モデル 

属性情報 

規格・ 
仕様 

単 位 数 量 備 考 

 歩道橋（側道橋）の架設  Ⅰ × ｔ   

 横 断 歩 道 橋 側 板  Ⅱ ○ ｍ２   

 橋 面 舗 装  Ⅱ ○ ｍ２   

3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする。 
「歩道橋(側道橋)の架設」は、3次元モデルを用いて質量を算出することより「Ⅰ」を適用する。 
「横断歩道橋側板」と「橋面舗装」は、3次元モデルに簡易な形状・記号（点、線、面）を用い

て位置と面積を算出し、属性情報を用いて規格を区別することより「Ⅱ」を適用する。 

  

  ４．数量算出方法 
   数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 
 
 （１）歩道橋（側道橋）架設は、以下の内訳で算出する。 
   １）横断歩道橋  

区 分 
項 目 

3 次元 
モデル 

規格・ 
仕様 

単 位 数 量 備 考 

アンカーフレーム据付 Ⅰ × ｔ   

 支 保 工 Ⅱ × ｔ   

 吊 足 場 Ⅱ × ｍ２  防護工が要な場合 

 手摺先行方枠組足場 Ⅱ × 箇所   

架        設 Ⅱ ○ ｔ   

 支 柱 据 付 Ⅰ × ｔ   

 手 摺 設 置 Ⅱ × ｍ  注） 

 摩擦接合用高力ボルト Ⅱ ○ 本   

3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする。 
注）数量は手摺延長とし、上下２段等複数段設置する場合の数量は１段分の延長とし、設置段数

を明示すること。 
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   ２）側道橋 

区 分 
項 目 

3 次元 
モデル 規格・仕様 単 位 数 量 備 考 

支 保 工  Ⅱ × ｔ   

吊 足 場  Ⅱ × ｍ２   

架 設  Ⅱ ○ ｔ   

ゴ ム 支 承 据 付  Ⅱ × 個   

支柱据付材料（無収縮ﾓﾙﾀﾙ等）  Ⅰ ○ ｍ３   

高 欄 組 立  Ⅱ × ｍ   

摩 擦 接 合 用 高 力 ボ ル ト  Ⅱ ○ 本   

3 次元モデルによる数量算出方法は、鋼構造を参考とする。 

 

（２）規格区分 

      架設の規格は、下記のとおりとする。  

 トラッククレーンの規格 

地 組  

架 設  

階段据付  

  

（３）足場の面積は、側道橋等の吊り足場の場合、以下により算出する。 

     足場面積Α＝（全幅員＋１）×必要長さ （ｍ） 

       全幅員とは、地覆外縁間距離とする。 

 

（４）横断歩道橋架設の架設質量は、架設すべき主桁、副部材、伸縮継手、鋼床板、高欄、階段、

スロープの総質量であり、支承、ボルト類の質量は含めない。 

 

（５）側道橋架設の架設質量は、架設すべき主桁、副部材、伸縮継手、鋼床板の総質量であり、支

承、ボルト類の質量は含めない。 

 

（６）支柱質量は、基礎金物、アンカーの質量は含めない。 
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 ４．９ 橋梁検査路架設工 

 

 １．適用 

 鋼橋・ＰＣ橋の橋台・橋脚・桁間への橋梁検査路を設置する作業に適用する。 

検査路の材質は鋼製、アルミ製、ＦＲＰ製とする。 

なお、工場における鋼橋製作に検査路が含まれている場合は、適用できない。また、検査路

更新工事において旧検査路撤去に関するアンカー孔処理、主桁ブラケット塗装等、撤去におけ

る一切の作業は含まない。 

 

 ２．数量算出項目 

 橋梁検査路のアンカーボルト本数、歩廊延長を算出する。 

 

 ３．区分 

 区分は、規格・仕様とする。 

 

 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 

3次元 

モデル 

属 性 情 報 

規格 単位 数量 備考 

アンカーボルト設置 Ｂ ○ 本   

橋梁検査路設置 Ｂ × ｍ   

橋梁検査路（材料費） Ｂ ○ 式   

3 次元モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

橋梁検査路設置延長は、歩廊長（中心延長）とする。 

アンカーボルト設置本数は、橋梁検査路設置（歩廊部や昇降設備部など）に伴うすべてとする。 

 

 （２）規格 

橋梁検査路の規格は、上部構造検査路や下部構造検査路、昇降設備など、構造に応じて区分す

ること。 

 

 ４．数量算出方法 

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。 

 

橋梁検査路設置の数量の算出は、下図を参照し算出すること。 
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１）上部工検査路 

※昇降梯子の延長は、歩廊長に含めない。 

例 図 

Ｌ＝歩廊長
Ｌ

＝
歩

廊
長

Ｌ＝歩廊長

Ｌ
＝

歩
廊

長

Ｌ＝歩廊長
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２）下部工検査路 

    ※昇降梯子の延長は、歩廊長に含めない。 

 

３）その他 

    ※転落防止柵は、橋梁検査路架設工に含まれないため、別途算出すること。 

Ｌ＝歩廊長

Ｌ＝歩廊長

Ｌ＝歩廊長

Ｌ＝歩廊長

Ｌ
＝
歩
廊

長


